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平成28年度
まちが変わるチャンスをとらえ、明るい未来を目指す

平成28年度は第5次総合計画※前期基本計画の4年度目と
して確かな成果をあげ、後期基本計画へ繋げる年となりま
す。財政健全化を図りつつ、安全･安心を最優先とした市
民福祉の向上や新たな土地利用の推進などに財源を重点的
に配分し、本市の未来へ投資する予算としました。

財政課

28年度各会計予算総括表
会　計　名 28年度予算額 27年度予算との比較（伸び率）
一 般 会 計 311億円 ＋7億8400万円（ 2.6％）

特
別
会
計

国民健康保険事業 120億9100万円 ＋2800万円（ 0.2％）
下水道事業　　　 43億5600万円 −1億5200万円（ −3.4％）
用地取得事業 3億3800万円 ＋1億3800万円（ 47.0％）
介護保険事業 64億6200万円 ＋8500万円（ 1.3％）
後期高齢者医療事業 11億3500万円 ＋1億0500万円（ 10.2％）
小　　計 　 243億8200万円 ＋1億7400万円（ 0.7％）

　　合　　計 554億8200万円 ＋9億5800万円（ 1.8％）
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市債（市の借入金）
19億4880万円

人件費（職員給与や議員報酬など）
63億5353万1千円

自主財源合計 188億2748万2千円（60.5%）
依存財源合計 122億7251万8千円（39.5%）
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地方消費税交付金 19億円
地方交付税 6億4900万円
地方譲与税 1億9500万1千円
配当割交付金 1億2900万円
地方特例交付金 6600万円
その他の交付金 1億8200万円
諸収入 1千円

内　

訳

市税（市に納められる税金）
163億9603万8千円

市民税 78億7233万6千円
固定資産税 68億8910万円
都市計画税 8億3310万円
市たばこ税 6億4510万円
軽自動車税 1億5557万円
入湯税 73万2千円
特別土地保有税 10万円

内　

訳

分担金および負担金 3億8457万7千円
使用料および手数料 3億2771万2千円
繰入金 1億9941万4千円
財産収入 1億9818万3千円
寄附金 1610万円

内　

訳

交付金など（国税などから市に交付されるお金）
31億2100万2千円

県支出金（県からの補助金など）
19億7605万2千円

国庫支出金（国からの補助金など）
52億2666万4千円

その他 11億2598万6千円

繰越金（前年度の残金として繰り越した財源）
5億5000万円

諸収入（ほかの項目に該当しないさまざまな収入）
7億5545万8千円

その他（維持補修費、予備費、積立金、災害復旧費など）
2億4887万9千円

公債費（市債の償還金など）
27億5464万2千円

補助費等（市が交付する補助金や市がかける保険料）
19億9068万円

繰出金（特別会計に渡す財源など）
41億9740万2千円

物件費
（業務委託費や機器賃借料、光熱水費、消耗品代、電話代、
  郵便代、印刷費など）
44億5369万1千円

扶助費
（社会保障制度の一環として、生活維持を図るための経費）
76億6785万4千円

普通建設事業費（道路や公園などを整備する経費）
30億8332万1千円

貸付金（中小企業や勤労者などに対する貸付金）
3億5000万円

一般会計 311億円
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市債の返済に

公債費
2万7129円
（+729円）

その他
3143円
（ｰ266円）

市民一人当たりの予算の使いみち市民一人当たりの予算の使いみち ※平成28年3月1日現在の人口、10万1539人で算出。（　）内は前年度との比較

児童や障害者、
高齢者などの福祉に

民生費
12万4877円
（+3736円）

住民登録、交通安全対
策、選挙などのために

総務費
3万1603円
（ｰ1913円）

道路や河川、公園など
の整備・維持補修に

土木費
4万4412円
（+3169円）

小・中学校や生涯学習、
スポーツなどのために

教育費
2万4166円（ｰ2569円）

ごみの処理や環境対
策、健康管理のために

衛生費
2万5312円
（+707円） 農業、林業の振興に

農林水産業費
5073円（+151円）

商業、工業、
観光の振興に

商工費
6534円

（+304円）
消防、救急、
防災のために

消防費
1万4037円
（+1955円）

合計 30万6286円（＋6003円）

予算総額　554億8200万円

第5次総合計画中期戦略事業プランの主な取り組み ･･･新規の取組がある事業
･･･充実させた取組がある事業

※金額は新規・充実を含む全体の事業費

市 債 残 高
用地取得事業特別会計において伊勢原駅前線用地の先

行取得にかかる借り入れを行うものの、一般会計と下水
道事業特別会計では借り入れが減少し、平成28年度の市
全体の市債残高は減少する見込みです。市債の借り入れ
は、後の世代に負担をもたらすということを十分認識し
た上で適切に管理･運営を図っていきます。

28年度末現在高（見込） 27年度末との比較
一 般 会 計 263億8727万8千円 −5億2014万8千円

普 通 債 116億2671万2千円 −1億8044万2千円
特 例 債 147億6056万6千円 −3億3970万6千円

特 別 会 計 182億8878万3千円 ＋2億349万4千円
下 水 道 事 業 177億2378万3千円 −1億3250万6千円
用地取得事業 5億6500万円 ＋3億3600万円
合   計 446億7606万1千円 −3億1665万4千円

市民一人当たりの市債現在高･･･44万4796円（−6069円） ※平成26年度決算、平成27年4月1日現在の人口、10万1187人で算出。（　）内は前年との比較
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市債残高と起債・償還額の推移
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※数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額

健診を通じた健康づくり推進事業─ ──────── 181万円
…いせはら市民健康アカデミーを開講する

がん検診推進事業─ ───────────── 8341万3千円
…肺がん検診（二重読影*）を集団検診に加え、医療機関で行う施
設検診においても実施する
＊二重読影･･･2人の医師が別々に胸部X線検査のフィルムをチェックすること

成年後見・権利擁護推進事業 ─ ───────── 782万2千円
…伊勢原市成年後見・権利擁護推進センターを開設する

小児医療費助成事業─ ───────────2億7821万8千円
…保険診療対象医療費の自己負
担分への助成の通院対象年齢を、
平成28年10月から小学校6年生
まで拡大する

不妊症・不育症治療費助成事業─ ───────── 110万円
…一般不妊治療費への助成を開始する

妊産婦・新生児保健指導事業─ ──────── 4042万6千円
…妊婦歯科検診に係る費用への助成を開始する

誰もが明るく暮らせるまち暮らし力

市民相談事業─ ───────────────── 898万3千円
…消費生活相談員の配置を拡大し、相談体制の充実を図る

賦課徴収事務の改善─ ───────────── 548万7千円
…捜索による動産の差し押さえなどを行い滞納処分を強化する

みんなで考え行動するまち自治力

大山魅力再発見事業─ ──────────── 3749万2千円
…こま参道への手すり設置
や山の日記念イベントを実
施する

東部第二土地区画整理推進事業─ ─────── 8643万8千円
…伊勢原市東部第二土地区画整理組合へ補助金交付を開始する

北インター周辺地区まちづくり推進事業─ ─── 3423万8千円
…現況測量調査などを実施し、事業化に向け合意形成を高める

伊勢原駅北口周辺地区整備事業─ ──────3億5640万7千円
…都市計画道路伊勢原駅前線の用地先行取得などを行う

個性豊かで活力あるまち活　力

生活雑排水対策事業─ ───────────── 365万7千円
…日向川流域の一部地区において、合併処理浄化槽への転換を
促進する

愛甲石田駅南口バス路線開設事業─ ─────── 671万6千円
…愛甲石田駅南口からのバスルート増設に向けた取り組みを行う

都市計画道路田中笠窪線整備事業─ ─────5億3281万6千円

公園長寿命化対策事業─ ──────────1億2682万6千円
…総合運動公園体育館の床
の改修、地域公園の遊具施
設の更新を行う

住み続けたい快適で魅力あるまち都市力

防災機能をもつ公園整備推進事業─ ─────1億4574万8千円
…公園新設に向けた用地取得や実施設計を行う

公共下水道地震対策事業─ ─────────── 3億870万円
…マンホールトイレの整備や汚水幹線管路などの耐震化を行う

土砂災害・浸水被害避難体制整備事業─ ───── 119万3千円
…新規に指定される土砂災害
警戒区域（急傾斜地）を盛り込
んだハザードマップ（成瀬地
区）を作製する

公共下水道浸水対策事業─ ─────────1億7465万8千円

高照度防犯灯整備事業─ ──────────── 279万2千円
…防犯灯を全て高照度のＬＥＤ型防犯灯にする

地域で助け合う安全で安心なまち安心力

※第5次総合計画･･･本市を取り巻くさまざまな課題に対応した新しいまちづくりを進めていくため、
平成25年度から10年間を計画期間とする総合計画。25年度から29年度を前期基本計画期間とする


